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スコ・フリーニ（Francesco Furini / 1603-1646）やジョヴァンニ・マルティネッリ（Giovanni Martinelli 
/ 1600-1659） への影響を考察したり、ローマ時代の作品とシモン・ヴーエ（Simon Vouet / 1590-1649）
の作品の比較を行ったり、またナポリにおけるマッシモ・スタンツィオーネ（Massimo Stanzione / 1585-












在ピッティ宮にある《ユディットと侍女》（Cat. No. 19）のコピ とーみられる作品が所蔵されていたことが判
明している 7。このコピーと1617年のコルシーニ家の支払い記録にあらわれる《ユディット》の関係も考慮
しつつ、《ホロフェルネスの首を斬るユディット》の編年は今後慎重に議論されるべきであろう。









　その他、素描（Cat. No. 24）が 1点同定されたことも付け加えておきたい。アルテミジアの描いた素描
への関心は、2015年ピサにおける彼女の回顧展以来の研究の流れを意識したものであると言えよう 10。











ンニ・バッティスタ・カラッチョロ（Giovanni Battista Caracciolo / 1578-1635）に代表されるナポリ派の
様式により近いと思われる。また、これまでオノフリオ・パルンボ作とされてきた《悔悛のマグダラのマリア》




テミジアに帰属された《クレオパトラの死》（g. 7 / Cat. No. 62）について、さっそくシエナ出身の




















fig. 2  アルテミジア・ジェンティレスキに帰属
 《クレオパトラの死》1620年頃、カンヴァス、油彩、
113.5×74.6cm、個人蔵（Cat. No. 36）
fig. 3  アルテミジア・ジェンティレスキ
 《アレクサンドリアの聖カタリナ》1615-1620年頃、
板、油彩、34.2×24cm、ピサ、個人蔵




fig. 1  アルテミジア・ジェンティレスキに帰属《クレオパトラ》
1639-1640年頃、カンヴァス、油彩、223×156cm、










fig. 10 アルテミジア・ジェンティレスキあるいはオラツィオ・ジェンティレスキ 
《クレオパトラの死》1611-1612年頃、カンヴァス、油彩、
 118×181cm、ミラノ、アメデオ・モランドッティ所蔵











ラの死》（g. 7 / Cat. No. 69）がとりわけ見事な出来栄えを示していた。同主題を語る上でこの作品と並ん
でもう1点重要な《クレオパトラの死》（g. 10）がある。これは現在ミラノにあり、オラツィオとアルテミジ
アの間で帰属が大きく分かれている 15。ミラノの《クレオパトラの死》は、アルテミジアの《ダナエ》（g. 8 / 
Cat. No. 20）の構図に転用され、また本展で新たに示されたように、ドメニコ・フィアゼッラ（Domenico 
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